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CO₂排出量算定について
 自社のCO₂排出量を算定し、その排出量を可視化することは、環境負荷削減の取組みを効果的に進め、顧客や社会から
の信頼を得るための重要なステップです。

 近年は、事業活動にかかわるサプライチェーン全体での排出量を算定し、削減することが求められており、サプライ
ヤーに対してCO₂排出量の報告や削減を要求する事業者も増えてきています。

 排出量の削減を進める上で、排出量の可視化は最初のステップになります。CO₂排出量は、活動量（電気や燃料の使用
量）に排出係数を乗じることで算定することが可能です。まずは、請求伝票に記載されている電気・ガス等の使用量を
確認し、算定してみましょう。

基本対象となる主なエネルギー

電力
液化
天然
ガス

灯油
液化
石油
ガス

都市
ガス

A
重油

ガソ
リン 軽油

基本の算定式

活動量
（使用量） 排出係数 CO₂排出量
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Scope1、Scope２、Scope3を理解する
 CO₂排出量を正確に把握し、算定し、効果的な削減策を実施するためには、どの範囲の排出量が自社に関係しているのか、
計測すべきなのかを把握する必要があります。

 CO₂排出量算定は、GHGプロトコル（温室効果ガス排出量算定国際基準）に基づいて行われるのが一般的です。このプロ
トコルでは、排出量をScope１、２、３に分類して算定することが基本とされています。

Scope１＝事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス）
Scope２＝他社から供給された電気、蒸気に伴う間接排出
Scope３＝Scope1、２以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出）
サプライチェーン排出量は、Scope1、2、3を合算することで計算されます。

上流 自社 下流

通勤

Scope1 Scope2 Scope3

サプライチェーン排出量

次にScope毎に算定方法を見ていきます。
（本資料ではScope3は対象外です）

Scope3

輸送・配送

原材料

燃料の燃焼 電気の使用 製品の使用 製品の廃棄

Scope
範囲

3



Scope1を算定する
 Scope1における温室効果ガスは、業種によってさまざまです。ここでは、特に幅広い業種が該当する「燃料の燃焼に伴
うCO₂排出量」の計算方法を説明します。（都市ガスに関してはP7、P8ご参照）

Scope1（燃料の燃焼に伴うCO₂排出量）の計算方法

①「発熱量」を燃料の種類ごとに算出
使用量

（単位：kg/L/Nm3等）

単位発熱量
（単位：MJ/kg MJ/L 

MJ/NM3等）

発熱量
（単位：MJ）

②「発熱量」から燃料の種類ごとの使用に伴うCO₂排出量を算出
炭素

排出係数
（単位：kg-c/MJ）

CO₂重量比
44/12

CO₂排出量
(単位：kg-CO₂)

③②で算出した各燃料ごとのCO₂排出量を合算する

 「使用量」を燃料ごとに確認します。各燃料の請求書などに記載されています。
 「単位発熱量」は、環境省から公開されている「温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン」で確認する

ことができます。

 「炭素排出係数」とは、発熱量に対して炭素が排出する量を算出するための係数です。炭素排出係数は、環境
省から公開されているガイドラインで確認することが可能です。

 「炭素排出量」から「CO₂排出量」を算出するために「CO₂重量比」を掛け合わせます。「CO₂重量比」は、燃
料の種類にかかわらず「44/12」と固定の値になります。

発熱量
（単位：MJ）

参考：
環境省_温室効果ガス総排出量 算定方法ガイドライン
温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver6.0) 
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https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/guideline.pdf
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/manual.html


Scope2を算定する
 Scope2は、事業者が消費する購入電力にともなう温室効果ガスの排出量を算定します。

 GHGプロトコルでは、Scope2の算定および報告は、次のように定めています。
ロケーション基準手法とマーケット基準手法の両方で算定・報告を行わなければならない

Scope2の算定方法

電気使用量
（単位： kWh）

排出係数
(単位：t-CO₂/kWh)

CO₂排出量
（単位：tCO₂）

手法 手法概要 参照先

ロケーション基準
電力がつくられた場所（地域）の平均的な
排出量に基づいて計算する方法
どの電力会社を使ったではなく、地域全体の
電力の排出量を基準に計算する。

日本：環境省「電気事業者別排出係数一覧」の
一般送配電事業者の全国平均係数
海外：IEA各国平均係数 等

マーケット基準

企業が契約した電力の種類に基づいて計算
する方法
企業がどのような電力供給契約を結んだかを
反映することが可能

環境省「電気事業者別排出係数一覧」
電力契約時のメニュー、供給会社ごとの調整後排出係
数の使用 等

 Scope2の算定は、以下の計算式でCO₂排出量を算定することができます。

 Scope2を算定する際は、手法別（ロケーション、マーケット）に排出係数を確認する必要があります。
以下の参照先を確認し、計算式に当てはめて算出します。
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https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc/denki.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc/denki.html


業界ごとのScope1、Scope2に該当する温室効果ガスの具体例

業界（一部） Scope1（一部） Scope2（一部） 削減方法（一部）

建設・
エンジニアリング

• 重機やフォークリフトの使
用に伴うディーゼルやガソ
リンの燃焼

• ディーゼルトラックによる
資材の運搬

• 建設機械の稼働に伴う
電力の使用

• 土砂等の運搬、現場発生品
および支給品の運搬に伴う
電力の使用

• 燃費性能の高い建設機械の
導入や車両のEV化

• プラント全体におけるエネ
ルギーマネジメントシステ
ムの導入

商社

• 自社管理の施設における燃
料使用

• 業務用車両や配送車両にお
けるガソリンや軽油の使用

• 冷却装置、加熱設備の
使用に伴う電力使用

• オフィス、ショールーム、
倉庫の稼働に伴う電力使用

• 排出係数が低い燃料への転
換

• 共同運送などの輸送の効率
化

• LED照明導入

製造

• 溶接や金属切断で使用する
燃料やガスの使用

• 熱処理による燃料の燃焼
• 鉄やセメントの製造過程に
おける化学反応に伴うCO₂
の排出

• オフィスの照明やパソコン
機器の使用

• 機械の運転における電力使
用

• 空調や暖房機器の稼働に必
要な電力使用

• 再生可能エネルギーの活用
• 製造工程の変更による高効
率化

 特にENEOSの取引先に多い業種である、以下の「建設・エンジニアリング」、「商社」、「製造」業界における
Scope1、Scope2の具体的な排出源とその削減方法について、紹介いたします。
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Scope１のCO₂排出量の算定に関する事例- 都市ガスの使用
 都市ガスを燃料として使用した際に都市ガス中に含まれている炭素がCO₂となり、大気中へ排出されています。
 以下、都市ガスの使用に伴う、CO₂排出量の算定をお示します。

(1)算定式：
 都市ガス使用量に、単位使用量当たりの排出量を乗じて算定しています。

都市ガスのCO₂
排出量

都市ガス
使用量（単位：千 m3)

単位使用量当たりの
排出量( 単位：tCO₂/千m3)

活動量
（使用量） 排出係数CO₂排出量

(2)活動量
活動量は、都市ガスの使用量です。供給を受けている事業者ごとに、その使用量を把握する必要があります。

(3)排出係数の算定
以下の係数を用いて算定します。
①排出係数を公表しているガス事業者と契約している場合
環境省のHPで公表している事業者ごとの排出係数を用いて算定します。
環境省_算定方法・排出係数一覧 |「温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度」ウェブサイト

②排出係数を公表していないガス事業者と契約している場合
実測等に基づく係数として適切であると認められるもの又は代替値を用いて算定します。

参考：環境省 「温室効果ガス排出量の算定方法Ⅱ-43,278」chpt2_6-0_rev2.pdf
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https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/manual/chpt2_6-0_rev2.pdf


Scope1のCO₂排出量の算定イメージ ー 都市ガス及びA重油の使用

 都市ガスやA重油の燃料の使用に伴い、燃料に含まれる炭素が大気中の酸素と化合し、CO₂が生成されます。
 CO₂排出量は、通常、以下の式で算定されています。

■排出量の集計・算定イメージは以下の通り。

燃料区分

都市ガス
(東海ガスの場合）

燃料使用量

2千m³

CO₂排出量

4tCO₂

排出係数＊1

2.05tCO₂/千m³

■留意点
＊1  都市ガスでは、供給を受けているガス事業者ごとの調整後排出係数（メニュー別排出係数が設定されている場合は該当するメニュー

の排出係数）を用いて算定します。
    環境省「温室効果ガス排出量の算定方法－都市ガスの使用Ⅱｰ278 
ガス事業者別排出係数一覧 環境省ウェブサイト |「温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度」

＊2  単位発熱量及び炭素排出係数は、燃料の種類ごとに算定省令により規定されています。次ページをご参照ください。
環境省「温室効果ガス排出量の算定方法-燃料別の単位発熱量および炭素排出係数一覧 II-34」

＊3  44/12とは、炭素量を二酸化炭素量へ変換する係数です。
      環境省「温室効果ガス排出量の算定方法-燃料の使用 II-38」

CO₂排出量都市ガス使用量
単位使用量当たり

の排出量
（排出係数）

都市ガスの使用

CO₂排出量燃料使用量 単位発熱量 炭素排出係数 44/12

燃料の使用

燃料区分

A重油（ボイラー）

燃料使用量

1,346kl

炭素排出係数
＊2

0.0193tC/GJ

CO₂換算＊3

44/12

CO₂排出量

3,705tCO₂

単位発熱量＊2

38.9GJ/kl
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【参考】算定要素および排出係数
 燃料別の排出係数について、環境省により定められています。

参照先：環境省「温室効果ガス排出量の算定方法」chpt2_5-0_rev.pdf

■ガス事業者別排出係数 ■単位発熱量及び炭素係数

参照先：環境省「ガス事業者別排出係数一覧」環境省_ウェブサイト
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https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/files/manual/chpt2_6-0_rev2.pdf
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Scope２のCO₂排出量の算定に関する事例ー 電力の使用
 電力の使用に伴い、電力会社の発電所からCO₂が排出されます。
 通常、以下の式で計算されています。

■排出量の集計・算定イメージは以下の通り。

CO₂排出量
（単位：tCO₂）

電力使用量
（単位：kWh)

排出係数
(単位：t-CO₂/kWh)

電気事業者名（例）

〇〇エナジー

▲▲パワー

XX電力

使用量（kWh)

5,247

1,322,005

294,354

排出係数(tCO₂/kWh)

0.000441

0.000372

0.000438＊1

CO₂排出量(tCO₂)

2

491

129

■排出係数の確認
①国内の購入電力については、環境省「算定・報告・公表制度」のウェブページで公表される「電気事業者別排出係数一
覧」に示される係数を用いることが一般的です。環境省「電気事業者別排出係数一覧」
②「電気事業者別排出係数一覧」に掲載されていない購入電力の場合は、その電力事業者から直接入手した排出係数
または「電気事業者別排出係数一覧」末尾に記載された全国平均係数を使用することが多い。
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https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc/denki.html


【参考】電気事業者別排出係数一覧
 電気事業者別排出係数一覧表について、環境省「算定・報告・公表制度」のウェブページで公表されてい
ます。

環境省「算定・報告・公表制度」ウェブサイト

環境省「電気事業者別排出係数一覧」
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https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/index.html
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